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利胆剤の肝細胞核分裂に及ぼす影響（Ⅱ）
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輪の湘の激①でも述べたごとくs”干細胞の機　　　　確欄およV”h“’ta

能とその無糸核分裂ならびに2核細胞とは築暫接な関係　　　　材料としては，体煎約15〔〕9のWister系の雌のジ

を有するように思わnる。　　　．　　　　ツテ251聴1・臆し，鋪鱒1コ鋼，鱒1午前9　lltj：から
　この関係にっいては，Mtinzer②③，　Jac。bj④，　　　3し｝分間人コニ遷1騨鹸109ずつを与え，残“：）た食印駄撤濠

Pfuhl⑥，　BeamS⑥，　Wilson⑦⑧馨の外国の諸研究　　　するように習慣づけて，食餌の影響な均一にするよう

がある。これ等の文献によれぽ，2核細胞の起源につ　　　にした。

いて，MUnzerは無糸核分裂に由来するとし，　Pfuh1　　　このラヅテ25匹を5匹ずっ5群に分け，一群るf無処

以下は有糸核分裂によつて生ずるとし，JacoI）jはそ　　概対照群（0群）とし，他の4群を注勘群として、

のいずれによつても生じるという。Mtinzerは2核細　　　1・1［。皿。W群に分けた。

胞数は，動物の種類および年齢によつて一定してお　　　　輿験当日は食餌を与えず，午前9時に，O群を除く

り，その動物の生理的条件によつて変動するとし，無　　　各群のラツテに，5％のD・H・C・な2ccずつ醤部の皮

糸核分裂は細胞の変性と死減の微候であるという。　　　下へ注射し，その直微に0群を・）5分後に1群を，30

Pfuhlもまた，襟物や温熱の刺載に反応して，多核細　　　分後にπ群を，45分後に皿群を．60分後にW群を，暫

胞と大核細胞が増加して来るといつている。　　　　　　々電気シヨックにより麻酢した後，心切開を加丸放血

　嶺教窒においても尾持等の細胞分離永久漂本作製　　　して屡殺し，肝臓内側右葉の一部を摘幽した。魯組織

法⑨を腺｝て，永田⑩⑪⑫，酉瀬⑬が肝細胞の飼戟，　　　片は2つに分けて，その1ケは羅特等による細胞分離

部分的肝釦除，D．　A，　B，投与等に対する肝細胞の反　　　永久標本に作製しt他の1ケは11％Forrna！inで

応性無糸核分裂および2核細胞幽現率の変化を観察し　　　固建後，厚さ8μの遮続Paraffine切片に作製し，

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HematOXyline【Eosine染色を施して，病理組織掌

　著者は前回の実験において，デヒドロコ・・一ル酸ナト　　的観察に用いた。

リウム（以下D．H．　C．と略す），ウルソデスオキシ

。一ル酸礁マグネシウムの賭をラ・テ殿与し　’　　meentm
て，24時間劔こ72時間まで無糸核分裂および2核細胞　　　　細胞分裂の観察は分離泳久標本において行ない・餐

各型の出現率を観察し，D．EC・皮下注射後24時間群　　個体毎に肝細胞2．000ケずつを観鑛し，無兼核分裂

において，2核細胞総数と2核細胞分離期が対照群よ　　　（くびれ期。中隔期・離断期），2核細胞（機触期。分

り有意に多いことを認めたので，D．　H．　C，の催胆作用　　　離期の1型および同五型・…核単難をγとし・核縁間

が最も強い1時聞以内において，胆汁排出曲線と無糸　　距離をdとした時，接触期はd隅0，分離期の1型は

核分裂ならびに2核細胞出現率と糊関性があるか否か　　　0＜d≦r，岡H型はd＞γとする），3獣細胞，敏褒

検討するため，今回の実験を試みた。また同時に，核　　　形（亜鈴型・出芽翻。一側陥凹型・その他）i膚糸核

変形および細胞質の空胞形成を示す細胞の出現率をも　　　分裂（前期。中期。復期・終期）に分けて，そのttma

観寮して，排胆曲線ならびに2核細胞出現率との関係　　率を求め，また細胞質中に窪胞形戒を示す肝細灘捻数

を考察することとした。　　　　　　　　　　　　　　　　えた。その結果を2，000ケ中の爽数としてTab．1に
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Tab：0　1．　　　　　Frequency　of　cell　division　on　the　basis　Qf　2000　ce11s
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赤くすo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tablo　2．　Factorial　design　of　the　tab正e　1　．

　先ず，この袈において同一群間における2核細胞数　　　　　　　　　　　（except　trinuc1・cells）

のか轍批値・勉わち・5の244・エ・の4・4皿・　・ac・・rl　SS 1
の563，皿2の281・IV4の53gにつし’．てSmim°ffの　『　τ薦、13．92

棄却検庫を行なつてみたが，いずれも棄却できる値で　　　　T　　　IO，520，76

はなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NXT　　　29，6ユ1．G8

　次に出現の稀である3核細胞を除外した後，無糸核　　　R（NT、　g5，765。2〔

分裂’2核細胞゜核変形’有糸核分裂の5つの核形（N）　　　NTR　l　2，　6551　Oio96

DF MS
4－］　瓢3　　　839，70・L64＊率

5－1＝盟4　　2，630．19

3×4鵠12　　　2，467．59

99－19二80　　　　1，197・19「

10°己富991

と糊（T）につい頓剛馳行ない・Tab・　2を’ m、Nuc！。、rType　T、Tim，
得た・こ2’1・ecよれぽ・核形の幽こよる獺は1％の危　NIF，　・70・．・1・》F9。（・．・1）罵4。04

険率で有意であるが・時間的変動は有意でない。　　　　　　T：Fs　＝＝　2．2｛，＜環o（O．　or）＝2．・4ti

　　　D無糸核分裂および2核細胞魯型　　　　　　　　N×TrFs瓢2。e6くFgl（O・05）：2・41

　2核細鞄各型のilz均値の時間的変動をFig．1に，

無糸核分裂の平均植の時間的as・　！E1，をFig．2に示す。　　　で，無糸核分裂，2核細胞接触期，分離期1型，同皿

この臨、にょると，時閻的変動があるように思われるの　　型の4核形（N）とTについて要囚｝♪析を行なって，
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Tab．，3を得た。との喪によればTは5％の危険蔀で，　　険串靴もつて1∫意であ≒：，（，同｛浜にlf（注射1憂1ゴ壷分群、・

Nは1％の危険率で有意である。すなわち時間的変動　　　と1について，嬰因分枡痢ご行なつ加’㍗が。TILb・1㌃費あ

ボあるといえる。　　　　　　　　　　　　　　　り，こ蕊でもT，N，丁以Nの3盟μ蝿魯をれ遷∫わ5ヶあ

　次いで2つずつの群をとり出して，上と同じく無糸　　1％，5％の危険率セもつてfゴ意レ舜あ；偏　またll　3］lf

核分裂に由来すると思われる4つの骸形について群間　　　（注射畷45分ll’向についての藤固｝♪翫ノ著が’1「t；．tl，）・‘1囎

の変動の有意性を検討した。O（対゜！14ill￥i）と1［（注射　　　あり，　T，　N・T）il　Nのll薗因焦瑠ρ’1理鴇fi％ψ魚；

後30分群）間の変動の要囚分折表がTab．4であり，　　　険奉をもつて賓意である。
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　最後に無糸核分裂と2骸細胞の鰯々の核形につい　　　　　Fig．3．　Correlation　between　the

て，同様2群ずつとり出して，次のごとくt分布な用　　　　　　　frequencies　of　binucleari七y　and

いて，・陶伽差の齪を徹つた。　　　　　　　vesicle　f°「mati°n

　　1）　無糸核分裂　　　　　　　　　　　　　　　　　β
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　t、（0，］［）－1，　00　t、（LI［）　・1．90　琶t・“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　じs（皿，皿D＝1．61　　　　　　　　　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　以上の値はいずれもn＝8におけるto（O・05）＝＝　　・S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ2，306より小であり，その差は有意でない。　　　　　　　卜「e°

　　2）　2核細胞接角虫期

　　　ts　（0，　皿）＝＝1．73　　　　ts　（1，　1【）踏1．84

　　　ts　、］1、　】旺）二＝1．41　　　　ts　（1［，　IV）＝r－1，88　　　　　　　　‘欄

　これらの値も有意ではない。

　　3）　21亥組］il包i型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＃v　　　ts　（O，　1［）＝＝2．20　　　　ts　（O，　W）＝＝1．41

　　　ts　（1，　］［）＝2。／3　　　　ts　（1，　IV）L＝L23

　　　ts　（1L　　皿、：＝2．48取　　　ts　（IiL　　】V）＝＝L63　　　　　　　　、、。

　以上から皿群は皿群より：付意｝こ多く，またts（0，

エ1）＝2．20　費よts　（0．05）＝：2．304，　tこ9ii‘Slctセこ近L・ヵ：ら，

標本数増加により有患となりそうである。　　　　　　　　。，

　　4）　2核細胞」［型

　　　ts（0，　1）：1．13　　　t＄（0，　皿）請0・8く）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LPO　　　　　　　　　　蓼帥　　　　　　　　　　，岬　　　　　　　　　　碑ウO　　　　　　　　　　鈎O

　以上いずれも有意ではない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bt・qeleate

　以上の結果から先に誌められたll群における（無糸

核分裂＋2核細胞）の増加は，1型の増加によること　　　く真の雀胞変性乃至は脂肪変性であろうと考えられ

カミ石崔力｝められたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo

　　　皿）有糸核分裂
　1）と同様に行なつたTにっいての嬰因分析の結果　　　　　　　　　　　　考　　察

はFs＜1であつて，隠聞的変動は認められないb　　　　　臆汁酸ならびにD・H・C・の性質については，すで

　　　皿）核変形　　　　’　　　　　　　　　　　　に第工報①で述べたのでここには雀略する。

　T・Nについての要因分析を行なつた結果，Nの変励　　　　D．　H・C．を注射した場合の催胆作用については多

は1％の危険率で有意であり，出芽型は一側陥凹型よ　　　くの人の爽験がある。すなわち水田⑩は総輸胆管痩を

り多いといえる。しかしTについては有意ではなく，　　　作製した家冤に20％D，H、　C，1～2ccを注射し，15分

時間的変動は認められず，またTXNも有意ではな　　　毎に腸汁量を測定して，0～15分で最高となり，30・V

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45分その効果が持続するという。また赤間⑭はマウス

　　　lV）細胞質空胞形成　　　　　　　　　　　　　　に20％D．　H．　C．0・2ccを尾静豚より静注して，胆汁

　この出現累に関してTab．1はの右端に示したごと　　　最はユ0～20分で最高となり，30分頃から減少し始める

くであるが，出現軍の高い標本は2核細胞数が少ない　　　という。一方工藤等⑮は15勿の雑種成犬数頭に胆汁痩

様に感じられるので，両者の関係を相関図蓑として　　を造設して，10％D・H・C・1～10ccを静注したとこ

Fig。3に示す。次に各個体の値より相関係数7を求め　　　ろ，胆汁量は1～3分俵より増加し，5～30分で最高

るとγ　・－O．　4，467となり，Fe　＝？’2（N－2）／ユーγ2＝　　となり，少鑑では約1時闘，大盤では約2時間，その

5．73＞Fl3（0．05）＝4．23が得られて，5％の危険率で　　　効果が持続するという。さらに山形⑯e：2．1～2．6kgの

両港の閥に有意な負の相関関係があるといえる。　　　　家兎に10％D・H、C・1ccノ々蜻争注し，総胆管癒よりユO

　なお分離漂本で空胞形成の多いラツテでは，切片標　　　分毎に胆汁を採取したが，胆汁最は20分で鍛大値を示

本においても同様に多くの空胞形成細胞が認められた　　　し，その増加率は平均21．7％であり，一方胆色素は20

から，この現象は分離標本作鰻中の人工産物ではな　　　分で最低値を示し，その減少率は平均81，5％であり，
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D，H．　C、の効果は2時闘持続するという。1琴，」橋⑰も　　泣射後時闇的変励力認められ・ゼi謝復3｛1分に齢いて，

犬で山形とほs“岡様の成績を褥ている。　　　　　　　　注射前・注射後臨〃テおよび45分の出税嗣より勢い虚い

　催胆作用に関する上記の諸文献の結果より類打1すれ・　える。これは文献による胆汁分泌職盛期とよく一致す

ば，5％のD．H，　C．2ccを筋肉注射した本実験のラツ　　　る。増加の：1三体をなすも哩）ほ分離刈H獺の寿llil炮℃あ

テも2G～30分位で胆汁分泌澱盛期を迎えたものと思わ　　　る。

れる。注射後30分のE群において，無糸核分裂および　　　　無糸核分製のみの出珊蜘i臓曲記泉も鵠核細礁各褒｛聖同

2核細胞各型が他群より有，慰に．多いのは，この胆汁分　　　様曲線と4H似的であるo

泌最盛期とよく…致していると認められる。無糸核分　　　　（3）　核製形については，時間的な没烈凱畿認め鞠れ

裂？）みでは］［群と他群との間に．イぎ意差が認められ｝ない　　　ぬが・1・1垂型は一雨側陥1川型より廟・磁に勢いO

が，2核細胞が無糸核分裂1こ由来することは尾抽窪⑱　　　　（4）　欝核細1臨数の増加砿肝蒲闘IILの胆tl分臨機臨才、．

の研究で明らかであり，D．　H．　C．による崩二細胞の刺　　　巡iに1据つく反応性無糸｛：締，裂によゐと越丸鑑，淑轟o

載が反応雛に無糸核分裂，更に2核細胞の増加をもた　　　　（5）　肝細1泡質に望話胞な影成す為繍月1！1が勘い擦寡囎

らしたものと考えることができる。なお2核細1抱増加　　　ts．，それが少翫い標本より2核細胞風親寧力舶㍊く，1噸

の三益体をなすものは分離期の1型である。　　　　　　　　　　禁・の閻にイ∫意な∫匙の1｛11樹関繰か認めt「　，at，患鄭く溺｛1腕

　宿糸核分裂においては，菊，U；の時閥的変動1よない　　　劉：・ILに」．る無牽核分裂の抑f岡が存在寸るε1、噂点，る①

が，群別の平均値では。　1皿群すなわち45交後｝こおいて

最も多くtこの運糖よ一方2欄1囎総数・陶1働搬も　　　　　　嬰　約
少ない。　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラツテS匹なもつて1＃vとし，その1揖衛欝錨蔵凋

　無糸核分裂平均値は億v2核細胞数平均丘lllと壷良・行し　　　照艀とし，4群に』5％の1・）・正I　C．喩隷く1・ずdi離画注

て増減しており，上記のイ〕・［核分裂4）態度はBeams　　　鮒し，蕉珊前に対照君f窃，ぎ1謝鐵に紙薄融L鵜『謁慧燈

⑥、Wil・。・⑦等が三醸するごとき「2隙Ill騰1∫糸　琳ずつ細し，　・：i，u，．・）“　lytTseer）一・ざ；｛1鶴椥編撒繍f

核分裂の翻姓中，核は頒選したが分裂すべ遡っの娘　2つ隠，け，一♂rは麟樽の脊隅醗蜘訊嫌鶴f・vezz

細胞が欠如したものである」との説に．柑反する所見で　　　し，姦標水において肘細嚇な2、帆1⑪ケず㌦翻躍し，，無

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸核分i裂蕎期，総核醜！｝飽薪難緊，狗糸穣分灘鮒樹、犠凝

　また職n2縦③の主張する「無糸核分裂は欄包の変　　溜魯翻の燃規率靴調べると共鵬、妻繊欄に獅熱翻蝋

性と死減の微候である」という説も，睾旛の｝lll闘の爽　　せる細胞のほ槻串をあわせワぐ観漿し魔。

験①と鯛螺験酬胞騰雌をもt・bすD，z－1・c．　無繕頒糧ひ・2㈱i繍繍醐ズ膿鋤礫め

を用いて無糸該分裂と2核細胞の増加をみた点から拶　　　られ（b’itsT．ユ），滋謝罎3｛騎におい℃搬蜘℃飾ウ，黛

えるとあらゆる場闘に適用されるべきものではない。　　　献にょるD，亘．G．の催胆1’ド用鰻盛襯廊よく　一／，一徽すゐ

　核変形については有意の時閥的変鋤は；t謹められず，　　　ごとく思われる。また2核構臆増湘の熱齢をなす亀の

平均薩では1群が多いがその意義は不明である。　　　　　は分躍期1型の緬鞄である。

　最後に興味あることは，細胞質に窪胞を有する縞胞　　　無示核分簾のみでは有意の時閥酌澱鋤蒜う・ない幽，黛

の出現率と訟核11ill胞の出脱率が魚の尋1｛関々係を示すこ　　の鵡現率曲線〈Figt　2ノは捜核緬胞の棲淑と掘無1猷む

とである。この細鞄質の空胞が何であるかは，次圓の　　　ある。

肝　輔轍において・S・dtin嫌齢よびPAS染　　鯨1…紛裂瞬億の時麟殿動｛鐡凝構い。
色を併用して調査する予定であるが．一・応退行的変化　　　核刻けについても時1翫白腹鋤は総め瞬繊が，脇勢

恐らく脂肪度性が予想される。前i．Li］の寅験でもかNる　　聖ぱ…齢擬閲鯉より靴軽；に・夢い。

標本にと核欄包数の少ない傾醐は認められており，EF　　　D・H・C・211謝によるa撫毒繊轍増加繍．　ll濁艦機

細鞭偲腰性によつ礁繕ジ〉裂が隙険れ，ひ　能雌による躍・｛撫鵜頒｝。よる拷雌泌“

いて2核細伽躰砥下を取したものと航てよい　細欝・眺を繊してい嫌腱蝋椛癌蹴

と思う・　　　　　　　　　　織・の蹴凝・喘には蜘欄嚇力三。獅柚る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig　3）く》これは削ナ瞭剥iによる麹蘇樵ク，嚢r。彊鋸む

　　　　　　　　　結論　　　　概胴蝋・欠・1捌駅贈：鵬凝、鵬、。
　（i）　f3恭核分｛襲は前itilの大験よりは多く認められ

た響譲糠螺lll懸畿。、叢1；ll熱諜灘　1黙灘
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信州医誌，13：435　一一　441，1964　　②Mttnzer，　F．　　964，1931

T．：Uber　die　Zweikemigkeib　der　Leberzellen，

Arch。　Mikroskop．　Anat．，98：249－282，1923　　　　　．　　　　　　　ABSTRACT

⑤MUnzer，　F，　T．：Experimentelle　Studien　tiber　　　　For　the　purpose　Qf　studying　the　influence

die　Zweikemigkeit　der　Leberze11鋤，　Arch．　　　of　a　choleretic　upoll　the　celi　division，　espe－

Mikroskop．　Anat。　u．　Entwick．，104：138－184，　　ciaily　on　the　amitosis，　in　the　hepatic　cells　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のコ
1925　④Jacobj，　W．：Uber　des　rhythmischen　　rats，25　albino　ra七s　were　studied　experimen－．

Wachstum　der　Zellen．durch　Verdoppelung　　tally．　Tlle　animals　were　divided　i肌o．5　groups，

ihres　Volume皿s，　Arch　Entwickel．，工06；124・－192，　　consisting　of　5　animals　respecti▽ely，　narnedi　O，

1925　　⑥Pfuhl，　W．言Die　mitotischen　TeiSurigen　　　I，　fl，　ff　and　W．　All　the　animals　of．七he

der　Leberzellen　im　Zusammanhang　nlit　de皿　　grouns　I－W　were　injected　intramuscularly

allgemeinen　Fragen　Uber　Mitose　und　Amitose，　　with　5％dehydrocholic　sodium（Dehychol）0、2

Z．anat、　Entwickl，，1〔，9：99－133，193S　　　　　　　　cc，　while　those　of　group－O　were　re血ained

⑥Beams，　E．　V，＆King，　R．　L，；The　Ori呂in　of　　untreated　as　the　co’ntrol・

Binucleate　and　Large　Mononucleate　Celis　in　　　　　At　first　5　animals　of　grottp－O　were　sacri・・

the　Liver　of　the　Rat，　Aユlat．　Rec。，831281－297，　　ficed．　Then，　the　animals　of　each　groutp　fro皿

ユ942　（DWils。n，　J．　W。＆Leduc，　E．　H，；The　　ItQ　W　were　sacriticed　successSvely　at　15

0ccurrence　and　Formation　of　Binucieate　and　　　minutte　intervals　after　simultaneous　admini晒

Mult’inucleate　Cells　and　Polyploid　Nuclei　in　　s七ration　with　Dehychol。　Permanent　prepara－．．

the　Mouse　Li▽er，　Amer．　J．　Ana七り821353…　　　tions　of　the　hepatic　ceUs　were　made　according

391・ユ948　⑥Wilson・J・W・＆Leduc，　E・H・l　　t。　the　metliod　by　Omochi　et　al．，　on　wllich

Abnormal　Mitosis　in　Mouse　Liver，　lbid．，86：　　the　frequencies　of　cell　d圭visionS　were　countGd

51－73，エtJ53　⑨尾持昌次・翫劇∬胞分離永久標本の　・n　th・ba・is。f　20。。　cells　respectively，・iassi一

作製法（第4報）・・解剖誌・3312U・一　23・1958　　　　　fying　into　the皿ito七ic　cells，　tlle　amitotic　cells，

⑩N・g・t・，T・・．C・U　Di・i・i・・i・the　Li・・r。f　the　th・bi。u、1。、te　c。U，（、。1、t。ct、t、g，，　typ．，1，

F・et・i・・d　N・wb・rn　D・9・・M・d・J・Shi・・hu　a・d　typ・皿。f　separati・g・t・ge）・nd　th・．cell・

Uqiv・，4：65－71，・1　cJ　59　　⑪Nagata，　T，：Variat三Qn　　　in　the　nuc’lear　transforrna・tion．　Ori　the　other

・fC・11　Di・ま・i・n・i・th・H・p・ti・C・11・・f　R・t　h・・d，　th・f・eq・・n・i・s。f・yt・plq・mi・v・・i・1・

Following　Parしial　Hepatectomy，　Ibid，，4；253－　　　formation，　probably　due．七〇fat七y　d¢generation，

258，　XcJJ”g　　⑬Nagata・T・：Effect　of　D　AB　　were．counted　on　the　basis　of　1000　cells　resp6－

Administration　upoll　the　Cell　Divisions　in　the　　cじively．

Hepatic　Cells　of　Rats，　Ibid．，4：457∴468、1959　　　　　　The　results　of　analYsis　are　give且in　tabies

⑬百瀬節坐：肝細砲の無糸核分・裂に関する究究　1［，　　ユー6and　figures　1－3，　which．1．ead　to　the

薬物投与による細胞分裂教の変動，解剖誌，34：2U5－　　　following　conclusions．

210，1959　⑭赤間　広：強肝剤使用峙の生体観察，　　　　（1）Mitotic　cell8　were　foしmd　Qnly　a　few

日本内科誌，45：115L）　一一　1160，1956　⑯二£藤裕三・　　and　the　differences　of　their　frequenoies．．be－、

笹川LIE三1・Urs。酸のF囎f’1…用に関する実験約研究・　tween　the　gr。ups　were　st・chastically・n。t　sign－・

（抄録），日本消化会誌，5・S　；327－328，．｝　97．　CJ　⑯1．［i　　ificant．

形敵一：Dehydrocho1酸の胆道胆嚢疾患に対する治　　　　（2）Amitotic　cells　were　found　more．

療効果，H栄デttコー一ル文献集，2：8・16，1961　　　　frequeエ1tly　than　mitotic，　althotigh　the　differ一

⑰高僑忠雄：DehycholのT’［1胆作用について，日栄デ　　　ences　between　the　groups　were　likewise　not

ヒ・一・岐献2・1－719・6t．⑲鰯時昌次・等：　嘆・ifi・・nt・・H。we・e・・they　were　g・・era晦

1ラヅテ肝臓細II｛三｛核分婁建数の時闘的変動および2核糊胞．　paraliel　with　the　freqしteacies　Qf　binucleate．．
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cell Fig. 2), transfurrnation showed no sig,nificant cliffer
    (3) The binucieate cells, particularly of ence between any groups. However, the butl--

type I of separating stage, in 30 rninutes sprouting type cells were significar:tly n)ore

after the injection Were significantly more than the one-side concaved type cells,

than these ot the groups 15 and 45 rninu'tes (5) There was 'ffottnd a negative corrci-

after the injection 〈Fig. 1). Iation between the frequency et binuclearity
   This inerease is consiclered to accord with land the frequency of vesicle formation, which

the peak in 'the bile secretion curve after the suggests that the fatty degeneration catisecl

Dehychol injection, which suggests the ami- the suppression of amitosis in the hepatic

tosis in the hepatic cells to occur reactively, cells. (Fig, 3)

   (4) The frequencies of the nuclear ･

t


